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If*/■(n.銅理におIt る歌詞t'',成の機根　－ジュ―についてー

お系・水す大眼攻　o綱本季島，凹ち陽J，畑-aｰ歌ir，塾田淳｝

　目的：ｲﾍﾟ麦的な｀空洞状膨化食品であろジューをと') あげ、での彬化屋裡の全伴的把罹と

玄洞腿気の原旧色明うかに寸ろことを目的としr≒

　方蔵■■試料として、従米池P; f 心)し- 流乞改良し仁方汰で調製したジュ- ペ- スト£)刊

>'',バV －ケー守のバッ7 - 色に較試料としTt.約IZiJl£小聖シャーレにX+＼ . iJ=･゛乙に荻

足しに才-ﾌヽし囚で、シa- - に/^ 分間、ノでタ- n ーキは町/か間焙味しr-. 焙焼す、演沸ら

いヽ裂作しt:装置乞用い、試料｢り部謳痍, 伜積μf が重その't化乞経時的に測赳しr-．ジュ

ーについ1 ロ、焙焼甲のit 持点で, む面nインフア'I ントド; ･tA'耳丿撮影£行．だ. 才ら

にヽシュ．一内部の昇遠え反% 寸阪陥に良化でてて焙焼し、同捧にジュー内部乞観衆した．

　結果:シュ．一焙焼中の接積増が]、重-t儀峻乙t-に、初期ににゅらヤかであっr-.が、約か

～fc 分練に急漱U- linaおぶび儀小£間物し仁. ぐの時間ほ、ジュ-■ <r>一郁が吻･乙にまレ旨

吋間とけぼ一飲してぃr-.ｲ李楕の増力Qほその練約? 分間漿？、最終的に約好糎I - ましf乙

ｲ牟糧増ヵｕ.のﾌﾟこ部冷卜．水の珊ぷ､以上I' おけるものでめっr-.一方バタ- ケー今で｀μ,伴楕

^ ii・μJ:ひヽ重量誠少£度り徐マヤ迪ぺr,-')、外激rs 皮化II μら似fj- *ヽつに、最絆的りリ4檀

槽rloIJ.杓/.町:≪･にと'cI ']. 弗点以血での膨払卜I j 乙んどみられなヵしr- . 勘化中のシェー

円部で[J . - 部が加'乙に主^ % と同時に々の位置It、小さな色洞が／, Z.個馳i.レ　i の練

石長1 挑IT 人含り; 堅鋼と1-*--つrし昇遺き皮とかえると、鎖化奪に13;まいが々られr- が、い

すれしー都が涛,i､趾傍にC5 ４，とそ・位■ドノJぐTt 堅詞が麗1レ、咀荊がヽ形叔で■ぺr-. 以

1. jこ')、堅洞馳i. の原固ば、矛,t、じの水気侭の急淑斥胱1-でh ろこ乙が明ら力ヽに町っ卜．

C 106 ノ＼"5'ーと叩の配合比率の畢､Ｑ:るスタyジケーぺの楳存性について

東系尿政大家攻　○エ屋系子　越窄知3

　目的　廉^は。これまでに、ス淑ンジケーペのゐ゛寮に及ぼすfifp＼の配熹割かの影響につ

いて湖兄i行なって乱

杓にバターと卯の配鳶叱率の買なるス爪ノジ｀ケー汽を調製し. 麻蔚に工る物性と官f陳

の変化について検討することき｡目的として哭離釧i[Ci:、μ.

　が瓜　ス,r>? ■/ジケ一.jχの材料配冷ヽ比ぼ。企重量に対し乙」、麦粉20%. 砂席2S7,と一足に

し、バターと卵の割冷乙．A (13%と52'A、BII7%と48%. CはI3%と42%、P山?/

乙ﾖ(>%と紋足し。試料を調製しn. mm、試料む鼠度5(?%. 2Sでの永碑で. 2吟問、I.

3 . 5 Q聞拝仔しμ。テクスチャー特性値の浄匯ぼ、レオロy -ター（R.MT－1300) £

用い、粘弾性の潮足は。クリープ･メーター（レオナー尺E-ｦｦむ?）1用い. 楳権の潮足は

菜種彦､乞用い尺。きらに官能校にj：'J, 凍味特性乙會で圧縮した時の硬だ、弾力性につ

いて、順位広により蹟討した。

　絲栗　テクス今ヤー特性値においては. 厭さ｡咀しゃく性は. 配6. C、Dの'111こ.

ま尺保仔日数が進むにっれて増加し人八凝噪性. 弾カ性ば戒ケし尺。粘性凱A、B..

C. Dの囃に。ま尺保存日数の増加口札ヽよ眉し尺。唇能授肴においても。楳仔すろにつ

れて碓く、口とヽけ詐悪､くなり、幡兪評価では好まれなくなった。私案､縁では、錦特性値と

名久｡あわぞいず･れの配洽比率でt. 節疎抜m蘭俘のスおンジケーAが最も好まれゐ

柘象となった。


